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 令和 5 年 2 月 3 日および同月 10 日に、茨城県においていずれも処分

数 100 万羽を超える大規模な高病原性鳥インフルエンザの発生が相次

いでみられました。その他にも下記のとおり、全国各地で本病の発生が

確認されております（今シーズン国内 63～76 例目）。そのうち近畿圏

では、1 月 26 日に滋賀県において今シーズン県内 2 例目の発生もみら

れました。 

引き続き、生産者の方々には裏面なども参考に、飼養衛生管理の取組

状況の再確認と、消毒の実施や施設の点検・補修といった防疫対策の徹

底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高病原性鳥インフルエンザの発生相次ぐ 

～100 万羽を超える大規模事例も～ 

相次いで発生 

（出典：農林水産省ホームページ） 

 

 確認日 所在地 飼養状況 羽数 

63 例目 
令和 5 年 

1 月 21 日 
広島県世羅町 採卵鶏 約 12.8 万羽 

64 例目 
令和 5 年 

1 月 22 日 
千葉県匝瑳市 採卵鶏 約 14 万羽 

65 例目 
令和 5 年 

1 月 26 日 
埼玉県行田市 

あひる 

（あいがも） 
約 3,000 羽 

66 例目 
令和 5 年 

1 月 26 日 

滋賀県大津市 
だちょう 

（エミュー） 
6 羽 

疫学関連施設等：同県同市 採卵鶏 約 40 羽 

67 例目 
令和 5 年 

1 月 27 日 
群馬県前橋市 採卵鶏 約 5.3 万羽 

68 例目 
令和 5 年 

1 月 27 日 
千葉県匝瑳市 採卵鶏 約 24 万羽 

69 例目 
令和 5 年 

1 月 28 日 
宮城県角田市 

あひる 

（あいがも） 
約 1.2 万羽 

70 例目 
令和 5 年 

1 月 28 日 
千葉県匝瑳市 採卵鶏 約 25 万羽 

71 例目 
令和 5 年 

2 月 1 日 
埼玉県日高市 うずら 約 13.5 万羽 

72 例目 
令和 5 年 

2 月 2 日 

茨城県かすみがうら市 

ほろほろ鳥等 

約 4,800 羽 
疫学関連施設等：岩手県、宮城県、

熊本県（計 3 農

場） 

合計約 500 羽 

73 例目 
令和 5 年 

2 月 3 日 
茨城県八千代町 採卵鶏 約 111 万羽 

74 例目 
令和 5 年 

2 月 3 日 
鹿児島県鹿屋市 

育雛 

（肉用種鶏） 
約 2.4 万羽 

75 例目 
令和 5 年 

2 月 10 日 

千葉県横芝光町 

あひる 

約 5,000 羽 
疫学関連施設等：埼玉県春日部市、

熊谷市（計 2 農

場） 

合計約 600 羽 

76 例目 
令和 5 年 

2 月 10 日 
茨城県坂東市 採卵鶏 約 115 万羽 

 

全国どこでも発生する可能性があります！ 

異常を見つけた場合は、 

直ちに家畜保健衛生所に連絡をお願いします。 



 

 

家畜保健衛生所からも、特に下記の 7 項目に対して一斉点検を実施しています。 

点検内容 〇,× 

①  衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等  

②  衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用  

③  衛生管理区域に立ち入る車両の消毒等  

④  家きん舎に立ち入る者の手指消毒等  

⑤  家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用  

⑥  野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検及び修繕   

⑦  ねずみ及び害虫の駆除  

 

（参考）今シーズン発生した高病原性鳥インフルエンザの 

ウイルスの遺伝子解析結果について公表されました。（2/9） 
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  本情報に関するお問い合わせ及び通報先は 

   大阪府家畜保健衛生所 

    〒598-0048 泉佐野市りんくう往来北１－５９ 

TEL 072-４58-1151   FAX 072-４58-1152 
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昨シーズン日本で流行したグループを含む３つのグループのウイルスが、渡り鳥を介

して、早い段階の同時期に日本に侵入した初めてのケースです。 

この研究結果の詳しい内容は、 

こちらからご覧ください。 

改めて飼養衛生管理基準の遵守状況の点検をお願いします 
 

渡り鳥が北へ帰る季節となり、その移動途中においても、ウイルス拡散

の恐れがあります。今後も、上記７項目を中心に、引き続き警戒をお願

いします。 
 


